
特定非営利活動法人 ＩＴコーディネータ協会 
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ご存知でしたか 

書籍タイトル：  「プロセスで解き明かすイノベーション」 
サブタイトル：   「イノベーション経営プロセスガイドライン」 
ＩＴＣ向け呼称：  ＩＰＧＬ（アイ・ピージーエル） 

全国の書店で購入できます 
ネット購入は、 

日経ＢＰ書店、アマゾンから 

定価：3700円（＋税） 

 イノベーティブ人財を育てる唯一の 
ガイドラインとも言える本書は、 
組織的イノベーションの体質として 
「イシ・イノベーション」を提案しており、 
 「知的機動力」を生かす経営や現場の 
構想力を支える書としてお薦めします。 

野中郁次郎 
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本日掴んでいただきたいこと 

 なぜＩＰＧＬを作ったのか？ 

 ＩＴ経営と何が違うのか？ 

 イノベーション経営の意味は？ 

 ＩＴＣはどういう役割を果たすのか？ 

 

これらの疑問に答えます 
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ＩＴＣＡのイノベーションへの取り組み 
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なぜ今イノベーションなのか 

 グローバル化の進展 

 ＩＴの進展とインターネットの定着 

 顧客の変化 

 環境変化のスピードアップ 

→ 改善・改革では済まなくなった 

→ ビジネススタイルが変わった 

→ イノベーションが求められる 
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国の問題意識 

◆産業構造審議会人材育成ＷＧ ～2012年9月 

  ➔ 次世代高度ＩＴ人材  （p.43参考資料参照） 

◆ＩＴ融合人材育成連絡会 ～2014年3月 

  ➔ IT融合人材  （p.49参考資料参照） 

➔ 個人能力だけでなく組織能力が求められる 

 イノベーションできない日本が危ない 

 イノベーションを起こすことが出来る人材が必要 
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ＩＴＣＡの問題意識 

■ 環境変化への対応は 

  ＰＧＬの改訂（Ver.2.0） 2011年8月 

 変革認識プロセスの組み込み、試験・ケース研修の改訂 

  → しかしイノベーションの起こし方までは言及していない 

■ では、イノベーションを起こすには 

 イノベーションを起こす能力は後天的な能力が60％ 

 啓発、支援、育成するには鏡が必要 

 うまくやるためのプロセスはあるはず 

 ➔イノベーションが起こせるためのガイドラインを作ろう 

次世代高度ＩＴ人材 

ＩＴ融合人材育成連絡会 
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振り返り： ＩＴ経営とは 

ＩＴ経営の考え方を示しているＰＧＬより 

（ＰＧＬ： ＩＴコーディネータプロセスガイドライン） 
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ＩＴ経営、ＩＴＣが求められる理由 

■日本のＩＴ戦略は経営戦略と乖離している ≠ ＩＴ経営 
  ➔ ＩＴ経営の推進・支援をＩＴＣが担ってきた。 

日本の大企業でさえＩＴ戦略は経営戦略と一体化できず 
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ＩＴ経営とは 

■ＩＴ経営とは、「経営環境の変化に合わせた経営改革と、
ＩＴサービス利活用により、企業の健全なる持続的成長
を導く経営手法である。」 

ＩＴ経営成熟度の向上 
①ＩＴ経営ガバナンス（ＩＴ経営による管理/プロセス） 

②ＩＴサービス利活用（ＩＴによる情報価値） 

③ＩＴ経営マインド（ＩＴ経営実現の意識） 

④ＩＴ環境（ＩＴシステム環境） 

企業の持続的成長 

支援 

Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ 

企 
 

 
 

 

業 

推進 
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ＩＴ経営プロセスモデル 

ＩＴ経営プロセスは３レイアで構成される。 

Ｉ
Ｔ
戦
略
策
定 

 
 

 
 

Ｉ
Ｔ
資
源
調
達 
 

 
 

 

Ｉ
Ｔ
導
入 
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Ｔ
戦
略
評
価
）  

 
 

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
活
用/ 

 
 

経
営
戦
略
（策
定
） 

ＩＴ経営実現プロセス 

経営戦略（計画・準備・実行）/（評価） 

ＩＴ化実行プロジェクト 

変
革
認
識 

 
 

 
 

 
 

 
 

     是正認識 

持
続
的
成
長
認
識 

ＩＴ経営認識プロセス 

ＩＴ経営共通プロセス 

プロセス＆プロジェクトマネジメント 

モニタリング＆コントロール 

コミュニケーション 

認識プロセス： 
経営者・全従業員 
のレイア 

実現プロセス： 
経営改革チーム 
のレイア 

共通プロセス； 
ＩＴ経営推進上 
の共通レイア 
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経営戦略サイクルと持続的成長 

戦略経営サイクル 
（トリプルループ） 

成熟度のレベルアップ 
（スパイラルアップ） 

■計画に基づく管理だけでは根本的な見直しはできない。 

 企業の持続的成長には 
 ➔戦略経営サイクル（SPDLI）の考え方が必要 
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戦略経営サイクルでの課題認識 

■戦略経営サイクルだけでは対処できない課題が出て
きている。 

（１）プロセスがウォターホールモデルになっている 

（２）システム導入が個別開発型を前提とした書き方になっている 

（３）仮説検証型、プロトタイピング型には適用できない 

（４）アジャイル経営には向かない 

（５）リスクヘッジする戦略をとろうとする 

（６）まずやって見る、トライアル＆エラーのような考え方が適用できない 

（７）社会価値、顧客価値をうたいながら、企業価値を最大化しようとしている 

どちらかと言うと管理された経営 

さらにイノベーションできる経営が必要 
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It is not the strongest of the species that survives, nor the most 
intelligent that survives. It is the one that is the most adaptable to change. 
  
 
  
 - Charles Darwin 「種の起源」より 

どんな些細なことであれ、アイデアを実現し組織を「変える」こと。 
市場の変化に合うように仕事のやり方と考え方を変えること 

■イノベーションは変化を伴う 

 常に市場の変化に合わせ、日常業務の中で「アイデアの創出」と「変える」ことを、  
 継続的に行っている組織 

■イノベーティブな組織とは 

 特別な活動ではなく、普段の業務の中で自然発生的にシーズが生まれ、 
 障壁なくアイデアが形成され、全員が一体となって組織を変化させていくこと 

■日常業務におけるイノベーションとは 

強いものが生き残るのではない。環境に適用できるものが生き残れるのである。 

■ビジネスのやり方の変革にはリスクを伴う。しかし変えないことの
リスクの方がはるかに大きい。 

イノベーションとは？ あらためて・・・ 
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イノベーション経営とは 

イノベーション経営の考え方を示しているＩＰＧＬより 

（ＩＰＧＬ： イノベーション経営プロセスガイドライン） 
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ＩＰＧＬの基本的な考え方とポイント 

イノベーション経営プロセス定義をした基本的な考え方 

 イノベーションを起こすためのプロセスは具体化できる。 

 企業におけるイノベーションの推進では、企業レベルの
マネジメントが必要である。 

 イノベーションスキルを身につける仕組み自体を     
イノベーション経営サイクルのプロセスに組み込む必要
がある。 

イノベーションを生み育てる仕組みを明確にし、強化する！ 
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ＩＰＧＬの狙い 

イノベーション経営プロセスを明らかにすることによって… 

 プロセス内の要素の見える化を通じて再現性のある 
 活動を可能にする。 

 各プロセスの基本姿勢を示すことにより、行動基準や 
判断基準を明確にすることができる。 

 各活動プロセスの「見える化」により、プロセスの改善・ 
改革に繋げることができる。 

 各プロセスの行動内容をベースに、必要な能力・スキル
や方法論・ツール、達成基準を明確にすることで、 
イノベーション人財の研修開発や育成の展開ができる。 
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イノベーションの定義 

 ＩＰＧＬでは、イノベーションを次のように定義している。 

「社会実態や環境の変化を洞察し、 

 多様な分野とＩＴを融合させ、 

 新しい概念や技術・プロセスを生み出し、 

 市場・事業・サービス・組織等を創出することにより、 

 社会や顧客に新しい価値を提供すること」 

新しい価値の提供！ 
その結果イノベーションが起きる 

簡単に言うと 
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ビジネス・イノベーション 

ソーシャル・ 
イノベーション 

科学技術 
イノベーション 

プロダクト・イノベーション 
（製品・商品・サービス開発） 

プロセス・イノベーション 
（業務プロセス改革） 

ビジネスモデル・イノベーション 
（ビジネスモデル改革） 

イシ・イノベーション 
（意識改革・経営改革・組織改革等） 

イノベーションの類型 

 ＩＰＧＬでは、ビジネスイノベーションに絞って記述した。 
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イシ・イノベーションについて 

 「イシ・イノベーション」とは、イノベーションを起こす「人
の知の価値向上」を意味する。 

具体的には「新しい概念や技術・プロセスを生み出し、
市場・事業・サービス・組織等を創出することを促進し実
現させる知の新しい価値を生み出すこと」と定義する。 

 全てのイノベーションに対するイシ・イノベーションの効果 

ビジネスモデル・イノベーション

プロダクト・
イノベー
ションプロセス・イノベーション

社会・顧客価値向上

イシ・イノベーション

「イシ・イノベーション」は、全てのイノベー
ションに影響するので、イシ・イノベーション
の強さがイノベーションの成否を左右する
とも言える。 
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イノベーション経営とは 

企業は、持続的成長を目指す組織として常日頃から
イノベーションを起こすことが求められる。  

 ＩＰＧＬでは、イノベーション経営を次のように定義している。 

 

「既存の事業ドメイン・ビジネスモデルに安住せず、
常に新たな成長機会を発掘するような取り組みを、
経営の意思において組織的・戦略的・持続的に実
践する経営」 
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イノベーションの５つの阻害要因 

1. イノベーションを起こす経営に関する認識・理解が不
足している。 

2. イノベーションを起こす経営プロセスを確立していない。 

3. イノベーションを起こすビジネスの仕組みを確立してい
ない。 

4. イノベーションを起こそうとする意識が不足している。 

5. イノベーションにかかわる人財の育成と活用が十分に
出来ていない。 
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基本原則と代表的な基本姿勢 

基本原則 重要な基本姿勢 個人・チームの姿勢 経営者の姿勢 組織の姿勢

１．社会価値創
造の原則

２．顧客価値創
造の原則

３．多様性の原
則

４．共感の原則
５．知の結集の
原則

６．個と全体の原
則

７．実現性の原
則

（１）社会の動向を理解する
基本姿勢

（２）顧客のニーズ・ウオン
ツを理解する基本姿勢

（３）あらゆる資源を活用す
る基本姿勢

（４）個人の意識を理解する
基本姿勢

（５）チャレンジ（４Cの原則：
Change-Chance-Choice-
Challenge）する基本姿
勢

（６）知の経営を実践する基
本姿勢

（７）経営体質を改善する基
本姿勢

（８）諦めない・前向きに考
える基本姿勢

（９）イノベーション経営プロ
セスの実践の基本姿勢

（１０）Yes, and の基本姿勢

・日常を観察する姿勢
・ダイアログをする姿勢
・Yes, andの考え方をする
姿勢
・共感する姿勢
・トライアル・アンド・ファイ
ンディングの姿勢
・顧客価値設計の姿勢
・モデル化見える化の姿
勢

・一貫性と柔軟性の姿勢
・収益構造明確化の姿勢
・事業構造見直しの姿勢
・多様な資源を活用する
姿勢
・イノベーション積み重ね
の姿勢

・イノベーションの仕組み
を持続する姿勢

・経営者の意思表
明の姿勢

・イノベーション経
営サイクルを活
用する姿勢

・リスクテイクの姿
勢

・経営者責務の姿
勢

・価値創出プロセ
ス考慮の姿勢

・組織コラボレー
ションの姿勢

判断基準に「基本姿勢」と言う言葉を使っている。 
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イノベーション経営のプロセス 
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ＩＴ経営との関係 

革新

P

D
S

戦略

計画

実行
学習

価値
設計

価値
発見

価値
実証

価値
実現

Ｉ

Ｓ
Ｐ

Ｄ

Ｌ

革新

戦略経営サイクル

イノベーション経営サイクル

イノベーション認識プロセス

イノベーション実行プロセス

ＩＴ経営は戦略経営サイクルを回す経営。 

イノベーション経営サイクルはイノベーション部分が飛
び出したもの。 

この２つの異なった経営サイクルをマネジメントする経
営がイノベーション経営である。 
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価値実現フェーズ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
姿
勢
と
方
向
性
の
認
識
フ
ェ
ー
ズ

イノベーションのプロデュースフェーズ

持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
認
識
フ
ェ
ー
ズ

イノベーション環境・体質構築プロセス

イノベーション認識プロセス

イノベーション実現プロセス

経営者のリーダーシップフェーズ
イノベーティブ人財の育成・活用フェーズ

柔軟なイノベーティブ組織環境の構築フェーズ
コミュニケーションと知の経営フェーズ

価値発見
フェーズ

価値設計
フェーズ

価値実証
フェーズ

価値創出プロセス

イノベーションの姿勢と
方向性の確認フェーズ

イノベーション経営プロセスモデル 

イノベーション経営プロセスは３レイアで構成される。 
   
   
   

認識プロセス： 
経営者のレイア 

実現プロセス： 
個人・チーム 
のレイア 

環境・体質構築
プロセス： 
組織のレイア 
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イノベーション実現プロセスの特徴 

価値実現フェーズ

イノベーションの姿勢と
方向性の確認フェーズ

価値発見
フェーズ

価値設計
フェーズ

価値実証
フェーズ

価値創出プロセス

イノベーションを事業
化するプロセス

イノベーションを
起こすプロセス

イノベーション実現プロセス

実現プロセスは２層で構成される。 

価値創出プロセスの中のフェーズは、どこから始まる
か様々であるし、行きつ戻りつがあり得る。 
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2.イノベーションの価値定義と閃き（新発想） 

1.イノベーションの種出し、共感・思い・気づきの
整理、シナリオの作成 

3.イノベーション課題とTo-Beモデルの定義 

4.アイデアの創出 

To-Beモデル 
実現上の 
課題 

イノベーションアイデア 幅広い観点からの種だしと 
そのための舞台設定 

ビジネス視点での 
価値定義 

社会・生活者視点での発想 

ビジネス価値に翻訳 ビジネスとしての問題発見・定義 

解決策の提示 
行ったり来たりを 
繰り返して 
アイデア創出 

価値発見フェーズのイメージ 

価値を生み出す当フェーズのアクティビティも仮説検
証（発散と収束）を繰り返しながらアイデアを創出する。 
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3-1.経営者のイノベー
ションのコミットメン
ト 

3－2.イノ
ベーショ
ン戦略に
よるイノ
ベーショ
ン経営の
統合的推
進 

3-3.イノベーショ
ン経営サイクルの
統括 

  

3－4.イノ
ベーショ
ン経営の
成果検証 

イノベーションのプロデュースフェーズ 

価値創出プロセス 

イノベーション 実現プロセス 

    イノベーション
の姿勢と方向
性の認識
フェーズ 

持続的イノ
ベーションの
認識フェーズ 

3-1.イノベー
ション経営への
気づき 

3-2.企業理念・
使命の再確認、
将来ビジョンの
提示 

3-3.イノベー
ションへの取組
姿勢、スローガ
ンの提示 

3-1.イノベー
ション活動是正
の確認と革新的
成長への表明 

イノベーションを経営の持
続的成長に活かすプロセス 

イノベーション・プロジェクト
をマネジメントするプロセス 

イノベーション認識プロセス 

経営者はイノベーション活動のリーダーシップを取る。 
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価値実現フェーズ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
姿
勢
と
方
向
性
の
認
識
フ
ェ
ー
ズ

イノベーションのプロデュースフェーズ

持
続
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
認
識
フ
ェ
ー
ズ

イノベーション環境・体質構築プロセス

イノベーション認識プロセス

イノベーション実現プロセス

経営者のリーダーシップフェーズ
イノベーティブ人財の育成・活用フェーズ

柔軟なイノベーティブ組織環境の構築フェーズ
コミュニケーションと知の経営フェーズ

価値発見
フェーズ

価値設計
フェーズ

価値実証
フェーズ

価値創出プロセス

イノベーションの姿勢と
方向性の確認フェーズ

イノベーション環境・体質構築プロセス 

全てのイノベーション活動は、組織の環境・体質を構
築しなければ、実現が困難となる。 

 経営者のリーダーシップ 
 イノベーティブ人財の育成・活用 
 イノベーティブ組織環境の構築 
 コミュニケーションと知の経営 

イノベーション環境・体質構築プロセス 
４つのフェーズ 
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イノベーション経営実現の重要ポイント 

 企業としてどのような価値創造を目指すのか、
姿勢と方向性を明確に示し、諦めず徹底的に
追及する。 

 イノベーション経営プロセスを理解し、イノベー
ション経営の状態に合わせて臨機応変に適用
する。 

 人財育成・組織としての仕組み等を含む「イノ
ベーションＤＮＡをもった組織」を構築する。 

 イノベーション経営を実現するための基本姿勢
を理解し、実践の場で活用する。 
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イノベーション経営に求められる能力 
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イノベーションを起こす能力と人財 

イノベーションを起こす能力は、経営資源（ヒト、モノ、カ
ネ、情報、知、環境）の最適な投入にかかっている。 

自由な発想には意識知（自己意識、プロ意識、 
資質・適性に合わせる意識、協創意識）が必要。 

人の行動に枠をはめている過去の成功体験・失敗体験の呪縛
から抜け出す。 

オープン・イノベーション（企業等組織内外での知の創
出・結合）を指向する。 

知の結合がイノベーションを起こす。 

イノベーション・クラスター（次スライド）を活性化させよ! 
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イノベーション・クラスター 

 「組織の内外から最適な人財を集め、 

 イノベーションの種が芽を出し育つように、 

 多様な知を結集する個人が自由に発想できる意識の
融合体」 

あたかも、星を繋げて星座ができ
るように、イノベーション・クラスター
にある知を結び付けることでイノ
ベーションが生まれる。 
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（参考） ＩＴ融合人材としての能力 

（前提） ITとビジネスの融合能力 

現実世界 

作る 

価値実現力 

理解・共感 
対象に対する深い理解と
共感を得る 

 

価値発見 
新しい価値を見つけビジネ
スアイデアとしてまとめる 

 

ビジネスデザイン 
アイデアをビジネスで実現
する姿を描く 

ビジネス展開 
顧客や社会に新しい価値を
提供する 

 

ビジネス実証 
価値を生み出すビジネスモ
デルになっているかを検証
する 
 

 人財の能力については、ＩＴ融合人材育成連絡会の
報告者を参考にされると良い。 

 価値を発見する能力と、それをビジネスで実現させる能力は別として、両
方の能力を1人に求めず、多様な人材を活用することを求めている。 

 発見した（された）価値を生かして、ビジネスに展開する人は、発見した人
の「思い」に共感し、全体をファシリテートする能力が求められる。 

 

（出典） ＩＴ融合人材連絡会最終報告者 
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（参考） ＩＴ融合人材の能力体系 

 ■IT融合人材の能力体系としては、「前提知識・能力」と
「実践力」を階層分けしている。 

対象に対し理解・共感ができ、問題の本質や真の価値を引き
出し、新しいビジネスのアイデアにまとめることができる 
（理解・共感、価値発見プロセスの実行力） 

ITを活用したビジネスの姿をデザインし、ビジネスの実証を行い、
事業化により、顧客・社会に対し新しい価値を創出することがで
きる 
（ビジネスデザイン、ビジネス実証、ビジネス展開プロセスの実行
力） 

IT実装力や、IT活用力のうち特に技術洞察ができ、IT融合に
活用することができる 

経営戦略、業務プロセス、業界・業種・業務などビジネス活動
を理解し、ビジネスを推進・支援できる 

イノベーション戦略や価値創造プロセスの知識・能力、
方法論・ツールの知識・能力、ダイアログ力、ファシリ
テーション力などのパーソナルスキル、イノベーションに
対する意識や意欲を備えることができる 

価値発見力 

価値実現力 

IT関連知識・能力 

ビジネス関連知識・能力  

イノベーション関連 
基本知識・能力 

価値創造能力 

イノベーション実現力 

ITとビジネスの 
融合力 

実践力 

前提知識・能力 

＝ 

＝ 

能力例 

（出典） ＩＴ融合人材連絡会最終報告者 35 Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2014 



（参考） ＩＴ融合による価値創造を起こす組織能力 

IT融合実現組織 

IT融合組織能力 

経営者の 
リーダーシップの発揮 

組織文化・風土の醸成 

「実践的学習の場」の設置 「実践の場」の創出 

育成フレームの整備 

■様々なバックグランドや価値観をもつ人材が集う多様性のもとでの活動 
■問題の意味を掘り下げていくためのダイアログを重視した相互の共感 
■失敗を許容し、そこから学習することを繰り返すトライアル＆エラーを実施 
■企業内に留まらず広く外部とコラボレーションするオープンイノベーション指向 
■思いを持った人が最後までやり抜くオーナーシップの発揮 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出 

専門性を持つ「IT融合人材」が協働して価値創造を起こす主体となる組織（ＩＴ融合実現組織）。イノ
ベーション創出に向けた個人と組織間の継続した相互学習が組織自身の「学び」、ステージアップ
に繋がっていく。 

上記イノベーション創出主体（IT融合実現組織）の活動を 
円滑に進めるための組織能力の向上が重要。 

学習する組織 

（出典） ＩＴ融合人材連絡会最終報告者 
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ＩＴＣＡのサポート 

「イノベーション経営を支えるＩＴＣ」の期待に応える 
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■「ＩＴ経営」＋「イノベーション経営」へ 

 戦略的ＩＴ投資 ⇒ ＩＴ経営／ＩＴ利活用 ⇒ ＩＴ融合／イノベーション 

 
 ＩＴがコモディティ化   
 ＩＴ経営からＩＴ融合への変革のうねり  

 

 ＩＴ経営実現＋新たな社会価値・顧客価値の創造 
 イノベーション能力の強化 

 

■イノベイティブ人財の確立 

 ➔ イノベーションスキル強化の必要性 
  ➔ 研修による新たな創造的人財の創出へ 

イノベイティブ人財への期待 
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《イノベイティブ人財の４タイプ》 
①スタートアップ起業家 
②企業内起業家（企業内でイノベィティブな 
           事業を立ち上げる人たち） 
③製品イノベータ（新製品を開発する人たち） 
④プロセス・イノベータ（画期的なプロセスを 
               導入する人たち） 

《能力・資質》 

常識にとらわれない発想力  
 顧客への共感、関心  
観察力  
質問力  
実験力  
関連付ける能力  

その仕事が好きであること、
夢中になること  

工夫し続ける粘り強さ  
社内外のネットワーク  

イメージをモデル化し、人に
伝える能力  

《イノベーション実現プロセスを体感》 

価値発見 

価値実証 

価値実現 

・アイデアを生む 
・アイデアを具体化する 

・実証する 
 

・新たなビジネスとしてスター
トする 

イノベーションには「価値発見力」が鍵 

価値設計 

・アイデアを事業として 
 デザインする 
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イノベーション経営研修の提供 

◆新しいラーニングメソッド 
 ・革新的なテーマを設定し 
 ・参加者のダイアログを通して 
 ・解決策を考える 
  （模範解答はない） 
 ⇒アクティブ・ラーニング 

■主に経営者に気づきを与える（今の立ち位置、今後の方向、 
 これからのビジネスモデルのあり方など） 
■アクティブ・ラーニング（価値発見、価値設計、価値実証など） 
■アイデア発想、ビジネスモデル設計、デザイン思考など 
■イノベーション経営プロセスＧＬ概要はeラーニング公開 

実
践
的
学
習
の
場 

ｉD イノベーション経営入門 
ＩＰＧＬ

★
で示されているイノベーション経営のポイントを学ぶ 

ｉC イノベーション方法論研修 
発想法、ＢＭＣ、デザイン思考などの方法論を学ぶ 

ｉA イノベーション経営気づき研修 （経営者向け） 
演習を通じ経営者の役割、組織改革の必要性に気づく 

ｉB イノベーション経営実践研修 （経営者向け、実務者向け） 
演習を通じイノベーションを実現するための実践的体験をする 

人の意識、組織の体質を変える！ 

イノベーション経営研修シリーズ 

研修体系 

■人財と組織能力の強化にＩＴＣＡの研修がご提供できます。 
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イノベーション経営研修メニュー （提供中） 

コー
ス 

ID 研修名称 研修内容 タイプ 
研修 
時間 

対象者 

実践 iA1 イノベーション経営の気づき 
（短縮版） 

イノベーション経営への気づきとア
イデアをビジネスに結びつける方
法を体験する 

ワークショップ 半日 経営者 
管理者 

iA2 イノベーション経営の気づき ワークショップ＋ロールプレイ 
「ＩＴ経営気づき研修」タイプ 

1日 
 

iB1 あなたの｢ひとこと」が会社を変える！ 
（経営者向け）（短縮版） 

イノベーションを起こす会社にする
ための経営者のリーダーシップを
体験する 

ワークショップ 
本格的アクティブラーニング 
ＩＰＧＬに準拠して演習を行なう 

「ＩＴ経営体感ケース研修」タイ
プ 

半日 
 

iB2 あなたの｢ひとこと」が会社を変える！ 
（経営者向け） 

1日 

iB3 あなたの「行動」が会社を変える！ 
（実務者向け） 

アイデアをビジネスに結びつけ事
業を成功に導く方法を体験する 

2日 実務者 

基本 iC1 イノベーション経営のための発想法 ＴＲＩＺを中心に真の価値を導き出
す柔軟な発想法を学ぶ 

ワークショップ 
 

1 日 一般 

iC2 ビジネスモデルデザイン実践 
ワークショップ 

顧客価値のストーリー付けとビジ
ネスモデルを描く 

ワークショップ 2日 

iC3 ＩＴでイノベーションを起こすためのデ
ザイン思考入門 

エンドユーザーの思いを起点とし
課題を発見する方法を学ぶ 

ワークショップあり 半日 

iD1 ＩＰＧＬ基礎知識研修 イノベーション経営の概要とポイン
トを学ぶ 

 ｅラーニングと自習教材提供 4時間 ＩＴＣ 
一般 

iD2 イノベーション経営とは ＩＴ経営とイノベーション経営の違い
を理解する 

セミナー講演 60分 

■企業、団体、大学等に出張研修が可能です。 ＩＴＣ届出組織にも提供予定です。 

■実践コースで使うケースは、自社課題、顧客課題など、カスタマイズが可能です。 
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イノベーション経営力評価指標の開発・提供 

 開発の背景 
ＩＴＣのイノベーション経営への関わりが増大 

「ＩＴ融合人材育成連絡会」からの開発期待 

「イノベーション経営力」が自己診断できれば活用シーンが広がる 

「ＩＴ経営」の成熟度指標「ビジネス競争力自己診断ツール」の後続ツール 

 指標導入の意義 
 ＜企業のメリット＞       自社のイノベーション経営力の度合いが項目

別に分かるので対策が立てやすい 
 ＜ＩＴＣのメリット＞     自社企業への適用、顧客企業へのビジネスに

活用できる 
 ＜協会のメリット＞       イノベーション分野において、理論はＩＰＧＬ、育

成は研修、実践は評価ツールとしてフルサー
ビスが提供できる 

 
 

 リリース予定 
  2015年3月末 

■実務に使えるツールを開発しています。 
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(参考） 
次世代高度ＩＴ人材議論から 

当参考資料は、経済産業省資料から引用しています 

http://www.meti.go.jp/committee/sankoushin/jouhoukeizai/jinzai/report_001.html 
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ＩＴ融合時代に求められる人材像 
2012年3月「次世代高度ＩＴ人材モデルキャリア開発計画事業」報告書で、異分野とＩＴの融合領域に

おいて、イノベーションを創出し新たな製品やサービスを自ら生み出すことができる次世代高度ＩＴ
人材の必要性が示された。 
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次世代高度ＩＴ人材の位置づけ 

ビジネス人材 
（ユーザー企業の 

現場事業部門の人材） 

  

現在のＩＴ人材 
（ＩＴに関する専門性を 

有する人材） 

ＵＩＳＳ 
人材 

ＥＴＳＳ 
人材 

ＩＴＳＳ
人材 

イノベーションを 
起こせる人材 

（ビジネス以外の分野も含めた 
社会改革者・経営者など） 

ＩＴを活用して 
イノベーションを 
起こせる人材 

2012年3月「次世代高度 IT 人材モデルキャリア開発計画事業」報告書で、下図が示され

ており、イノベーションを起こせる人材は、本来、ユーザー企業からもＩＴ人材からも輩出
すべき人材としている。 

出典： 経済産業省 
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産業構造審議会人材育成ＷＧの報告書 

2012年9月に発表された「産業構造審議会情報経済分科会次世代高度ＩＴ人材ＷＧ報告
書」は、次世代高度ＩＴ人材だけでなく、情報セキュリティ人材を含め、幅広く人材育成の
課題に対し提言を行っている。 

目次 
 
第１部 次世代高度ＩＴ人材像 

 １．次世代高度ＩＴ人材の定義と職種ごとの役割  

 ２．次世代高度ＩＴ人材に求められる能力と知識 

 ３．次世代高度ＩＴ人材とスキル標準等で定義されている 
   ＩＴ人材との関係 
 
第２部 情報セキュリティ人材 

 １．情報セキュリティ人材の多様化と高度化に向けて 

 ２．対象とする情報セキュリティ人材 

 ３．情報セキュリティ人材の育成 
 
第３部 今後の階層別の人材育成  

 １. 中高年技術者の活用  

 ２．若手層の育成 

 ３．グローバル人材について 
 
第４部 現在の高度ＩＴ人材のスキルを評価する仕組みの検討  

 １．３スキル標準の検討  

 ２．情報処理技術者試験の見直しの方向性 

出典： 経済産業省 
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新製品・サービスの創出プロセスとタスク 

新事業・新サービスの創出プロセス 各プロセスに含まれるタスク 

潜在的価値の発見 

社会やユーザーに対する      
観察・分析・洞察によって、 
市場の隠れたニーズを 
発見する 

a 

価値実現方法の具体化 
把握されたニーズを満たす 
ための具体的なサービス 
およびビジネスモデルを検討し、 
それらをＩＴによって実現する 

a 

新たな価値の実現・創出 
試行錯誤を繰り返して考え
た仕組みを実現し、新たな 
価値を実現するビジネスを 
創り出す 

a 

フィールド      
アナリティクス 

データ      
アナリティクス 

サービス     
デザイン 

ビジネスモデル 
デザイン 

ＩＴデザイン 

プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
 

リソースアサイン 

サービスビジネス 
プロデュース 

ＩＴプロデュース 

顧客やユーザーと接する現場や市
場を深く観察することで、隠れたニー
ズを発掘する 

顧客やユーザーに関するデータ等の
分析・解析によって、隠れたニーズを
発掘する 

把握されたニーズを満たすための具
体的なサービス内容を企画・設計・実
現する 

企画されたサービスをビジネスとして
成立させる仕組み（ビジネスモデル）
を構築・実現する 

企画されたサービスをＩＴを用いて設
計・実装し、実現する 

責任を持ってプロジェクトのリ
ソースをアサインする 

価値発見 

サービス
設計 

事業創出 責任を持って新しい事業の創
出を完遂する 
責任を持って新しい事業にお
ける 
ＩＴの仕組みを実現する 

人材育成ＷＧ報告書では、国内の多くのイノベーションを起こした事例を分析した結果、
新事業や新たな価値、新製品・新サービス等を生み出す際のプロセス（過程）とタスクは
以下のようになったとしている。 
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事業創造プロセス 

人材育成ＷＧ報告書では、新しい事業・価値（サービス）を創出するプロセスと次世代高度
ＩＴ人材の人材が係わり合う場面を「プロデューサ」が中心として回っているとした上で、そ
のプロセス上で活躍する次世代高度ＩＴ人材を下図で示している。 

プロ
デューサ 

サービス 
設計 

事業創出 

価値発見 

サービス 
運用・改善 

ｲﾉﾍﾞｰﾃﾞｨﾌﾞ 

ｴﾝｼﾞﾆｱ 

フィールド 
アナリスト 

ｲﾉﾍﾞｰﾃﾞｨﾌﾞ 

ｴﾝｼﾞﾆｱ 
ＩＴサービス 
デザイナ 

ＩＴサービス 
アーキテクト 

ｲﾉﾍﾞｰﾃﾞｨﾌﾞ 
ｴﾝｼﾞﾆｱ 

ビジネス 
デザイナ 

ラピッド 
プロト 

タイピング 

ラピッド 
プロト 

タイピング 

ｲﾉﾍﾞｰﾃﾞｨﾌﾞ 

ｴﾝｼﾞﾆｱ 

スーパー 
プログラマ 

ビッグデータ 
エンジニア 

従来型 
IT人材 

ITA 

ITS 
APS 

従来型 
IT人材 

ITS
M 

従来型 
IT人材 

出典： 経済産業省 
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（参考） 
ＩＴ融合人材育成連絡会議論から 

当参考資料は、ＩＴ融合人材育成連絡会最終報告から引用している 

http://www.itc.or.jp/news/inv20140325.html 
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ＩＴ融合人材育成連絡会とは 

 「産構審人材育成WG報告書」で
の提言を受け、ここで示された「次
世代高度IT人材」を「IT融合人材」と
位置付け、更に検討を進めるため、
2014年7月に独立行政法人情報処
理推進機構（IPA）と、特定非営利
活動法人ITコーディネータ協会
（ITCA ）は共同で関連団体、企業
へ呼びかけ、12組織から有識者の
参加を得て、「IT融合人材育成連絡
会」 を立ち上げた。 
 
 9か月にわたる議論の結果をまと
めた最終報告書は、2014年3月に
公開された。 
 
 ＩＴＣＡのＩＰＧＬ開発活動は、この
連絡会とほぼ並行して行われた。 
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イノベーションは価値創造 
 価値創造のプロセスは、変革への思いや着想をトリガーに始まる場合と、最初は思いも着想もないが、ある対象
を観察や調査する中で、新たな気づきを起こしイノベーションが始まる場合があります。 それを顧客や社会に新
たな価値を創出するイノベーションとして実現するには、思いや着想に対して仮説検証を繰り返しながら問題の本
質や真の価値を見極め、さらに試行錯誤の中で粘り強くビジネスに落とし込むことになります。 
 このように、価値創造プロセスは、各プロセス間において仮説検証の中で行ったり来たりが繰り返されたり、各プ
ロセス内でも仮説検証の中で行ったり来たりが繰り返されます。 またプロセス全てを予め決めた順番に実行する
必要もないことも特徴であることから、イノベーションのプロセスは、ウォーターフォールモデルのようなプロセスの
順序性は規定できず、スパイラルモデルとして見ることができます。 

思い 
着想 

仮
説 

検
証 

理解・共感 
対象に対する深い理解と共
感を得る 

 

価値発見 
新しい価値を見つけビジネス
アイデアとしてまとめる 

 

ビジネスデザイン 
アイデアをビジネスで実現す
る姿を描く 

ビジネス実証 
価値を生み出すビジネスモデ
ルになっているかを検証する 
 

ビジネス展開 
顧客や社会に新しい価値を
提供する 

 

フィードバッ
ク 対象への理解・共感 

問題・価値定義 
創出されたアイデア 

実現するビジネス
モデル 

事業化判断 
事業計画 

実現された新しい価値 
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価値創造プロセスのスタートポイント 

発明・開発の 
ような 

プロダクトアウト 
からの気づき 

仮説を形にする 
気づき 

 価値創造プロセス開始のトリガーは、価値創造プロセスの中の様々なプロセスでの「気づき」から始まるので、気づき
の起きるスタートポイントも様々考えられる。 
 以下に、イノベーションサイクルでのスタートポイントの違いを例示した。 

例１ 

例４ 

例２ 

例３ 

思い
着想

仮
説

検
証

理解・共感

対象に対する深い理解と共感を
得る

価値発見

新しい価値を見つけアイデアと
してまとめる

ビジネスデザイン

アイデアをビジネスで実現する姿
を描く

ビジネス実証

価値を生み出すビジネスモデル
になっているかを検証する

ビジネス展開

顧客や社会に新しい価値を提供
する

フィードバック

対象への理解・共感

問題・価値定義
創出されたアイデア

実現するビジネスモ
デル

事業化判断
事業計画

実現された新しい価値

思い
着想

仮
説

検
証

理解・共感

対象に対する深い理解と共感を
得る

価値発見

新しい価値を見つけアイデアと
してまとめる

ビジネスデザイン

アイデアをビジネスで実現する姿
を描く

ビジネス実証

価値を生み出すビジネスモデル
になっているかを検証する

ビジネス展開

顧客や社会に新しい価値を提供
する

フィードバック

対象への理解・共感

問題・価値定義
創出されたアイデア

実現するビジネスモ
デル

事業化判断
事業計画

実現された新しい価値

思い
着想

仮
説

検
証

理解・共感

対象に対する深い理解と共感を
得る

価値発見

新しい価値を見つけアイデアと
してまとめる

ビジネスデザイン

アイデアをビジネスで実現する姿
を描く

ビジネス実証

価値を生み出すビジネスモデル
になっているかを検証する

ビジネス展開

顧客や社会に新しい価値を提供
する

フィードバック

対象への理解・共感

問題・価値定義
創出されたアイデア

実現するビジネスモ
デル

事業化判断
事業計画

実現された新しい価値

思い
着想

仮
説

検
証

理解・共感

対象に対する深い理解と共感を
得る

価値発見

新しい価値を見つけアイデアと
してまとめる

ビジネスデザイン

アイデアをビジネスで実現する姿
を描く

ビジネス実証

価値を生み出すビジネスモデル
になっているかを検証する

ビジネス展開

顧客や社会に新しい価値を提供
する

フィードバック

対象への理解・共感

問題・価値定義
創出されたアイデア

実現するビジネスモ
デル

事業化判断
事業計画

実現された新しい価値

現状観察 
からの気づき 

マーケットイン 
からの気づき 
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価値創造プロセス実行に適用できる方法論・ツール 

理解・共感 価値発見 ビジネスデザイン ビジネス実証 

 価値創造プロセスの実行に当たっては、既存の方法論やツールを使うことも考えられる。 

各方法論やツールには、それぞれ適用するプロセスの範囲や、特徴に違いがあるので、それぞれの特性を理解し
たうえで適切に使い分ける必要がある。 
 参考資料のページに、既存の方法論と、連絡会のメタフレームとの対比を掲載した。 
（参考資料1の「参考１」～「参考5」参照） 
  ・方法論（メソッド）： 一連のプロセスを実行する際の手順、やり方を体系的に示したもの。 
  ・ツール（道具）： ある特定のプロセスを実行する際に役立つテンプレートなどの道具。 

ビジネス展開 

■方法論（メソッド）の例 （矢印はおよその適用範囲を示している） 

■ツール（道具）の例 

デザイン思考（資料1参照） 

フィールドアナリティクス ビジネスモデル・ 
ジェネレーション 
（資料2参照） 

リーンスタート
アップ 

技術経営～アントルプレナ―／起業論 

■価値創造プロセスのメタフレーム 

イノベーション経営プロセスモデル （ITＣＡの「イノベーション経営プロセスガイドライン」 ）（資料4参照） 

IT経営プロセスモデル （ITＣＡの「ITＣプロセスガイドライン」） 

58の道具箱、各種発想法、５Ｆ、４Ｐ、ブレーンストーミング、ＫＪ法、アジャイル開発ツール 

ビジネス競争力自己診断ツール、ビジネスモデル設計ツール、課題解決ツール （いずれもITＣＡ） 

ビジネスプロセ
ス・モデリング 

データアナリティクス 
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価値創造プロセスから見た能力 

（前提） ITとビジネスの融合能
力 

 IT融合の価値創造プロセスを実行する過程でどのような能力が求められているかを、プロセスのメタフレームに当

てはめ検証した。 
 まず、IT融合人材として、「ITとビジネスの融合能力」が前提としてあるものとし（p.42で詳説）、そのうえで、 
 価値発見までのプロセス（理解・共感、価値発見プロセス）では、イノベーションの芽となる対象に対し理解・共感
ができ、対象から問題の本質や真の価値を引き出し、新しいビジネスのアイデアにまとめることができる能力、すな
わち「価値発見力」が求められるとした。 
 ビジネス展開までのプロセス（ビジネスデザイン、ビジネス実証、ビジネス展開プロセス）では、様々なアイデアを
ビジネスで実現できる姿にデザインし、仮説検証の中でビジネス化の実証を行い、事業化により顧客や社会に対し
新しい価値を創出することができる能力、すなわち「価値実現力」が求められるとした。 

現実世界 

作る 

価値実現力 

理解・共感 
対象に対する深い理解と
共感を得る 

 

価値発見 
新しい価値を見つけビジネ
スアイデアとしてまとめる 

 

ビジネスデザイン 
アイデアをビジネスで実現
する姿を描く 

ビジネス展開 
顧客や社会に新しい価値を
提供する 

 

ビジネス実証 
価値を生み出すビジネスモ
デルになっているかを検証
する 
 

「ＩＴ融合人材育成連絡会」最終報告書より 
54 Copyright：  ＩＴ Coordinators Association, 2014 



 「IT融合組織能力」を評価する際のイメージを以下に示す。評価項目は当連絡会で討議されたものを例示している。
また、評価指標は一般的な成熟度モデルを例にした。評価目的や具体的な評価項目、レベリングや評価指標など
を継続して検討する必要がある。本件については「6章（取組案１）組織の「IT融合組織能力評価軸」の策定、普及」
で示すように継続して取組む予定である。 

「実践の場」の創出 

育成フレー
ムの整備 

組織文化・風土 

「実践的学習
の場」の設置 

ＩＴ融合組織能力評価の考え方－概念図－ 

経営者の 
リーダーシップの発揮 

「オープンイノベーション」指
向 

「多様性」の受容 

「ダイアログ」重視 

トライアル＆エラー実施 

「実践的学習の場」の設置 

「実践の場」の創出 

育成フレームの整備 

組
織
文
化
・風
土
の
醸
成 

「２．４ IT融合による価値創造を起こす組織のあり方」より IT融合組織能力 評価項目（例） 

レベル１ レベル2 レベル3 レベル4 

認
識
さ
れ
な
い
。
初
期
状
態
。 

必
要
性
の
認
識
。
試
行
段
階
。 

管
理
さ
れ
た
実
行
段
階
。 

継
続
的
に
評
価
・改
善
。
成
果
を
上
げ
る
段
階
。 

評価指標（例） 

分析結果（例） 経営者のリー
ダーシップ 

オーナーシップの発揮 
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ＩＴコーディネータはＩＴ経営を実現する 
プロフェッショナルです 


